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第 60 回 数理社会学会大会（JAMS60）プログラム 
日時：2015 年 8 月 29 日（土）～8 月 30 日（日） 

会場：大阪経済大学 大隅キャンパス D 館 

大会委員長：石田淳（大阪経済大学） 

 

1 参加費，懇親会費（セミナーおよびシンポジウムの参加は無料） 

大会参加費 一般（会員） 4,000 円 学生・院生（会員） 1,000 円 

 一般（非会員） 5,000 円 学生・院生（非会員） 1,500 円  

懇親会費 一般 6,000 円 学生・院生 2,000 円 

 

2 主なスケジュール 

開催日 時間 D41（メイン会場） D42（サブ会場） その他 

8 月 29 日 09:45～11:25 第 1 部会 選好の計量分析 第 2 部会 ゲーム理論  

11:35～12:35  ワンステップアップ・セミナー  

12:40～13:55   

萌芽的セッション

（D 館 1 階エントラ

ンスホール） 

14:00～16:00 シンポジウム   

16:10～16:55 会長講演   

17:05～18:05 総会   

18:30～20:30   
懇親会（D 館 8 階 80

周年記念ホール） 

8 月 30 日  9:30～10:45 第 3 部会 社会理論 第 4 部会 調査法・分析法  

10:55～12:35 第 5 部会 職業と労働 第 6 部会 ネットワークと出会い  

 

3 主な会場（大阪経済大学大隅キャンパス D 館 4 階） 
・受付：D 館４階ロビー．会員控室・抜き刷り交換コーナー：G51 

 

4 口頭報告者へのお願い（自由報告） 
・部会開始 5 分前に集合して，司会者と打ち合わせをしてください．報告 15 分，討論 10 分です． 

・パソコン用プロジェクタを使用できます．会場設置パソコンは，OS が Windows7， MS Office 2013 を利用可能
です．ファイルは当日持参してください（USB メモリが利用可）． 

・持参パソコンの場合，Windows ノートパソコンが使用可能で，接続口はミニ D-Sub15 ピンです．Mac を使用す
る場合は，専用コネクタを準備してください．HDMI の接続口もありますがケーブルの用意はありません． 

・配布資料は，報告直前に配布してください．残部は持ち帰るか，抜き刷りコーナーに置いてください． 

・（司会者の方々へ）部会開始 5 分前に集合ください．報告 12 分で 1 鈴，15 分 2 鈴，25 分 3 鈴を鳴らします． 

 

5 ポスター報告者へのお願い（萌芽的セッション報告） 
・ポスターは萌芽的セッションの間掲示．セッション終了後は各自で持ち帰ってください． 

・最大で A0 判（横 841mm，縦 1189mm）のスペースが利用可能．報告ごとにポスター位置が指定されていま
す． 

・ポスターの貼りつけには画鋲あるいはセロハンテープ（いずれも開催校が用意）が使用可能です． 

・部会開始 5 分前に集合してください．  
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6 問い合わせ先 

研究事務局 〒981-3193 仙台市泉区天神沢 2-1-1 

東北学院大学教養学部 神林博史 E-mail：jams.research[at]gmail.com, Tel:022-773-3712 

大会事務局 〒533-8533 大阪市東淀川区大隅 2-2-8 

大阪経済大学人間科学部 石田淳 E-mail：jams.taikai60[at]gmail.com, Tel:06-6328-2431 

 

8 月 28 日（金）                                     
13：00〜15：00 研究活動委員会（J館 4階 J45） 

15：00〜17：00 編集委員会（J館 4階 J45） 

17：00～19：00 理事会（J館 4階 J45） 

 

8 月 29 日（土）                                     
 

09:15 開場・受付 D館（4F） 

 

09:40 開会挨拶 D41      大会委員長 石田淳（大阪経済大） 

 

09:45～11:25 自由報告Ⅰ  

 

【第 1部会】選好の計量分析 D41      司会 永吉希久子（東北大学） 

1 同棲の社会的要因：日本におけるケーススタディ 

―2008 年と 2010 年のデータを用いて 

嵐理恵子 

2 政策選好を形成する価値判断基準と事実認識 

―なぜ時に大学進学者はより強い平等化政策を望むのか― 

山本耕資（Hylab LLP） 

3 排外主義的な態度とインターネット利用との親和性の検証 藤田智博（京都大学） 

4 名前に反映される世相とは何か 

―命名ランキングの動態に関する基礎的分析― 

塚常健太（大阪大学） 

 

 

【第 2部会】ゲーム理論 D42      司会 金澤悠介（岩手県立大学） 

1 Missing Hero Dilemma における輪番制 

─繰り返しゲームの協力均衡の分析─ 

○吉良洋輔（日本学術振興会・

東京工業大学） 

小池心平（東京工業大学） 

中丸麻由子（東京工業大学） 

2 繰り返し囚人のジレンマにおける退出戦略の効果 ○坂本雄飛（芝浦工業大学） 

武藤正義（芝浦工業大学） 

3 超ナッシュ均衡について 

─ナッシュ合理性と maximin 合理性のコラボレーション─ 

河野敬雄 

 

＊＊＊＊昼食休憩（11:25～12:40）＊＊＊＊ 

 

11:35～12:35 ワンステップアップ・セミナー D42 

「合理的選択理論の基礎と応用―人的資本，社会関係資本（ソーシャル・キャピタル），文化資本―」 

講師：小林盾（成蹊大学） 

※今回のセミナーは昼食をとりつつ行います．昼食が必要な方は，お弁当を注文するか各自でご持参ください．（お弁

当の注文については，学会ニューズレターおよびウェブサイトで後日ご案内します．） 
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12：40～13：55 萌芽的セッション（ポスター報告） D館 1階エントランス 

 

1 ジェンダーと再分配への支持 池田裕（京都大学） 

2 「国民性に関する意識動向継続調査」 

―2012 年度～14 年度調査を通じてみられる意識・行動の変化と新た

な知見― 

○稲垣佑典（統計数理研究所） 

中村 隆（統計数理研究所） 

前田忠彦（統計数理研究所） 

朴堯星（統計数理研究所） 

3 「平成の大合併」が投票環境にもたらした影響 

―投票所数の減少に注目して― 

○茨木瞬（東北大学） 

河村和徳（東北大学） 

4 非協力的なエージェントがもたらす協力社会 ○梅谷春延（芝浦工業大学） 

武藤正義（芝浦工業大学） 

中井豊（芝浦工業大学） 

5 内部労働市場と初期 OJT 小川和孝（東京大学） 

6 主観的幸福度に対する橋渡し型・結束型社会関係資本の複合効果 金井雅之（専修大学） 

7 大阪府における治安と地価の相関性 香山璃奈（大阪府立大学） 

8 Median game における初期保有量の効果について 川口早穂（大阪府立大学） 

9 地震対策の規定構造―ベックのリスク分配論の検証に向けて― 川端健嗣（成蹊大学） 

10 内部状態をもつプレーヤーの囚人のジレンマゲーム ○河邊貴希（名古屋大学） 

鈴木泰博（名古屋大学） 

11 階層イメージの分布と規定因の時代的変化―2 つの方法の比較― 神林博史（東北学院大学） 

12 戦前期から戦後初期にかけての女性労働者の職業経歴 元治恵子（明星大学） 

13 収入に対するソーシャルスキルの効果―正規／非正規の差違― 塩谷芳也（東北大学） 

14 女子学生のインターネット（SNS）を介した出会いの要因解明 ○鈴木貴也（新潟国際情報大学） 

小宮山智志（新潟国際情報大学） 

15 双行列ゲームにおける戦略の固定確率に基づく安定性概念 ○関口卓也（日本学術振興会・

総合研究大学院大学） 

大槻久（総合研究大学院大学） 

16 対人労働は仕事満足度および賃金満足度を高めるのか 髙松里江（大阪大学） 

17 戦後復興期における売春制度の変遷と参入経路 

―「特殊飲食店女子組合員調査」の結果に基づく基礎的分析― 

○多田はるみ（立教大学） 

前田豊（立教大学） 

朝岡誠（立教大学） 

18 中国におけるデビットカードが消費者に与えた影響について 

―行動経済学視点からのアプローチ― 

段杰一（大阪府立大学） 

19E Unions and Rising Wage Inequality in Japan:  

A Quantile Regression Decomposition 

長松奈美江（関西学院大学） 

20 ナショナリズムのコーホート間の同質性・異質性の検証 永吉希久子（東北大学） 

21 教育意識の構造―ESSM2013 データを用いた分析― 藤原翔（東京大学） 

22 利己的なネットワーク形成のマクロ的帰結 

―エージェント・ベースト・モデルを用いて― 

前嶋直樹（東京大学） 

23 訪問調査における調査員記録の活用 

―住居形態および活動記録の分析から― 

前田忠彦（統計数理研究所） 
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24 情報化社会におけるボランティアの生態系を読み解く 溝口佑爾（京都大学・日本学術

振興会） 

25 The Impact of Increased Children on Earnings of Japanese Fathers: An 

Instrumental Variables Approach with Sex Combination of the First Two 

Children as Exogenous Source 

○茂木暁（東京大学） 

岩澤美帆（国立社会保障・人口

問題研究所） 

26 専門職の職業的地位の再検討 

―専門職内部の地位分化に着目して― 

元濱奈穂子（東京大学） 

 

 

14：00～16：00 シンポジウム  D41 

「社会階層と家族―どうすれば恋愛・結婚・出産の壁を乗りこえられるのか―」  

    オーガナイザ・司会：渡邉大輔（成蹊大学）・小林盾（成蹊大学） 

登壇者： 

1 恋愛研究の視点から 谷本奈穂（関西大学） 

2 結婚研究の視点から 能智千恵子（えひめ結婚支援センター） 

3 出産研究の視点から 筒井淳也（立命館大学） 

4 コメント 山田昌弘（中央大学） 

 

*本シンポジウムは，科学研究費補助金基盤研究（A）「少子化社会におけるライフコース変動の実証的解明：混合研究

法アプローチ」（研究代表者：小林盾）との共催です． 

 

 

16:10～16:55 会長講演 D41 

「複合する社会メカニズムの解明―一般的信頼，性別役割意識を例にして―」 

       数理社会学会会長 数土直紀（学習院大学） 

 

 

17：05～18：05 総会     D41 

18：30～20：30 懇親会     D 館 8階 80 周年記念ホール 
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8 月 30 日（日）                                    
 
09：00 開場・受付 D館（4F） 

 

09：30～10：45 自由報告Ⅱ 

 

【第 3部会】社会理論 D41      司会 浜田宏（東北大学） 

1 マクロ・シフトとミクロ・ドリフト 落合仁司（同志社大学） 

2 圏論による社会学的概念の一考察 大山智徳（日本郵便広島支店） 

3 見田『入門』「高原」・（修正）ロジスティックス曲線再考 

─「安定」か「滅亡」の二択を「免れることはできない」のか─ 

桜井芳生（鹿児島大学） 

 

 

【第 4部会】調査法・分析法 D42      司会 太郎丸博（京都大学） 

1 スキャナによる自動読み取りに対応した 

子どもの犯罪被害の前兆的事案調査キットの開発 

○原田豊（科学警察研究所） 

齊藤知範（科学警察研究所） 

山根由子（科学警察研究所） 

松下靖（デュプロ株式会社） 

三宅康一（デュプロ株式会社） 

大川裕章（HCC ソフト株式会社） 

2 「日本人の国民性 第 13 次全国調査」における 

調査不能バイアスの調整 

○伏木忠義（新潟大学） 

前田忠彦（統計数理研究所） 

3 二者間会話におけるシンクロニー 

─ウェーブレット解析を用いた周波数領域での評価可能性─ 

藤原健（大阪経済大学） 

 

 

＊＊＊＊休憩（10 分）＊＊＊＊ 

 

10：55～12:35 自由報告Ⅲ  

 

【第 5部会】職業と労働 D41     司会 長松奈美江（関西学院大学） 

1E Job polarization in Japan? Changes in the occupational structure 

between 1992 and 2002  

Hirohisa Takenoshita  

(Sophia University) 

2 パネルデータ分析に見る労働市場の流動化 

─仕事満足にかかわらず勤め続ける者，離職する者─ 

吉岡洋介（千葉大学） 

3 職場のオーバーライダー問題 

─なぜブラック企業で働きすぎるのか─ 

小林盾（成蹊大学） 

4 自職卑下に対する職業評定基準の影響過程の世代間差 

 

古里由香里（東北大学・日本学

術振興会） 
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【第 6部会】ネットワークと出会い D42     司会 朝岡誠（立教大学） 

1 文化的保守性によるタコツボ化の回避 

─文化とネットワークの共進化シミュレーション― 

○小倉幾太郎（芝浦工業大学） 

武藤正義（芝浦工業大学） 

2 Co-evolution of Conversation- and Advice- Networks  

in a Japanese University Class 

Hideki Fujiyama 

（Dokkyo University） 

3 両性モデルによる未婚化の分析 

―丙午生まれの初婚率上昇を端緒に― 

神山英紀（帝京大学） 

 

 

12：35 閉会挨拶 D41      大会委員長 石田淳（大阪経済大） 

 

 

 

（備考） 

1 ○印は登壇者を示します．E は英語による報告です．The E symbol stands for English presentations. 

2 「抜き刷り交換コーナー」を設けます．論文，報告書，マニュアル，自作ソフトなどを置けます．事前に「交

換用抜き刷り」と表記して大会事務局宛に送付できます． 

3 ワンステップアップ・セミナー参加（無料）には申し込みが必要です．詳細はセミナー案内をご覧ください．

定員に余裕がある場合は当日参加受付もいたします． 

4 ベビーシッターはご案内しておりません．必要な方はご相談ください． 

5 喫煙は屋外に設置されている喫煙所にてお願いします．ご理解ご協力を願いたします． 

 

 

（変更履歴） 

2015 年 7 月 10 日 暫定版プログラム 

2015 年 7 月 27 日 大会前確定版プログラム 

2015 年 9 月 1 日 大会後確定版プログラム 


